
 

 

    開     会 

 

 

○鈴木良雄議長 皆さん、おはようございます。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

    開     議 

 

 

○鈴木良雄議長 本日の会議に欠席の通告議員は

ございません。よって、ただいまの出席議員

は定足数に達しております。 

  ここでご報告申し上げます。 

  請願第６号、年金制度改革に関する意見書提

出方請願につきましては、撤回届が提出され、

受理されておりますのでご報告いたします。 

  本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 ＋
 

  日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木良雄議長 それでは、日程第１、市政一般

に関する質問を行います。 

  なお、質問は答弁を含めて、60分以内となっ

ておりますので、ご協力のほどお願いいたしま

す。 

 

 

   蒲生光男議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 それでは、順次指名をいたしま

す。 

  初めに、順位１番、議席番号９番、蒲生光男

議員。 

   （９番蒲生光男議員登壇）（拍手） 

○９番 蒲生光男議員 おはようございます。 

  今期定例議会において通告してあります項目

について順次質問いたします。市長以下当局

に置かれましては、懇切丁寧、明瞭なる答弁

をお願いいたします。 

  さて、質問の第一点ですが、５月29日、30日

にの両日にわたって開催された「ながい黒獅

子まつり」について、私が感じたことや市民

の声を申し上げ、市長並びに細かいことは商

工観光課長の見解をお願いしたいということ

であります。 

  ことしは長井市市制施行50周年、本来ならば

華々しく記念行事が開催され、市民に祝賀の

記念品を配り、等しく祝うところでありまし

ょうが、折しもことしは最悪の財政であり、

思うに任せない状況であります。そんな中に

あって、黒獅子まつりは２日間に祭り日を設

定し開催されました。結果としては総体的に

はよかったと思います。二日間で延べ何人の

人出があったのかわかりませんが、古来受け

継がれてきた「黒獅子」の舞いが大勢の人に

見ていただけたことは、長井の黒獅子まつり

が定着してきたというあかしであろうと思い

ます。 

  しかし、私が感じたことや市民の声として、

さらに改善すべき点があるのではないかと思

われましたので、申し上げます。 

  まず、黒獅子といえば、笛と太鼓の音色であ

り、歯打ちの音であります。そして、迎える

側では、かがり火であり、御神燈のほのかな

明かりです。黒獅子まつりでいつも思うこと

は、各地区の祭りでは必ずお獅子を迎えるに

御神燈をともして迎えるのが常識ですが、黒

獅子まつりではそれがほとんどないというこ

とであります。なくてもできましょうが、祭

りというのは「雰囲気」であります。祭りら

しい雰囲気をどう演出するするか、もっと考
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＋

えていいのではないかと思います。 

＋ ＋

  また、ことしは獅子と警護の格闘という最後

の見せ場である舞台が、長井小学校の敷地内

に移動しました。そのため、観客が分散され、

次の獅子が来るまで間があく場面も見られま

した。大型のモニターとスクリーンを使い、

３カ所から出る獅子の姿を映し出すなど工夫

したらどうかという声もありました。特に、

御神燈を市役所前、地場産売店前あるいは獅

子の道中に市民の協力を得て飾るなど、演出

に工夫すべきだと思います。いわゆる黒獅子、

ムカデ獅子は、長井・飯豊・川西町を主に見

られるもので、この川西・飯豊の黒獅子を見

られたこともよかったと思います。いつもの

ことながら観光協会・地場産に工夫が足りな

いのではないかと思いますし、もっと黒獅子

に精通した方の意見やお祭りのイベントのや

り方の意見を若い人から求めるなど、祭りの

にぎわいはどうあるべきか検討すべきだと思

います。来年はもっとすばらしい黒獅子まつ

りになるよう、反省すべき事項を集約し、来

年につなげていただくことを期待したいと思

います。 

  次に、道路の２路線の改修について、市長並

びに建設課長の見解を求めます。一つは、山

形工科アカデミー短期大学校に通じる伊佐沢

山の道路の改修についてであります。 

  山形工科アカデミー短期大学校は開校してこ

としで８年、ことしは定員を上回る34人が入

校しました。開校当初グランベルハウスの経

営問題から、急遽市内の業者が経営を実質肩

がわりし開校にこぎつけましたが、悪戦苦闘

の連続だったと思いますし、今だ経営に自費

を投入し人材育成に努力されているわけで、

大変な状況が続いております。私は長井市に

とっても山形工科アカデミー短期大学校は、

人材育成の機関として貴重なものであり、市

としても可能な限りの支援は必要と思います。

特に、冬季間の交通の障害となる種々の問題

に対し、道路の改修を含めた対策を講じられ

るようお願いしたいと思います。 

  平成15年７月、大学校の副校長である小幡知

之氏がまとめた「冬期間の伊佐沢山間におけ

る事故・災害等に関する報告書」では、詳細

にわたり、平成11年、13年の事故事例や災害

事例を報告されております。この道路には、

一部県道の箇所1,250メートルもあり、当然県

との協議も必要になるものと思われますが、

少なくとも60人の短期大学校生徒と職員など、

関係する人たちの往来は少なくありません。

重大な事故などの事故などの発生を未然に防

止する配慮は行政にあって当然であり、実態

と今後の改修構想について答弁を求めたいと

思います。 

  次に、平山中道線の未改修道路について伺い

ます。この道路は、東金工業から五十嵐電器

さんまでの約220メーターについて未改修のま

まで、道路幅が狭く、早急な改修を要する道

路の一つであります。上流部は15年に改修さ

れ、平山中道線全体の480メートルも宮原担い

手育成基盤設備事業で施工され、区域内の整

備が完了しました。この道路の請願は、昭和

63年３月に提出されて以来、ようやく改修に

着手されました。平山境町線が整備される前

は、市内に通じる唯一の道路であり、500メー

トル単位で「腰掛場」と称する大きな石が置

いてあった記憶がよみがえります。中道地区

ほか隣接地区が加盟する「駅西開発推進協議

会」の中でも、以前からこの道路の改修要望

が出されていましたし、北向地区市政座談会

でも毎年改修の要望について意見が出されて

おります。 

  しかし、新野川の未改修となっている平山中

道線220メートルについては、暗渠構造として

改修の要望と、明渠構造として改修してほし

いという相反した要望が出ているため、要望
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の一本化調整を逆に中道地区にお願いしてい

ると聞いております。しかし、なぜ220メート

ルだけが未改修となったのか、また今後の対

応について建設課長から答弁をいただきたい

と思います。 

  次の質問に移ります。市役所の業務の棚卸し

を行い、外部委託計画を含めた長井市の自立

計画策定を早め、市民と協働のまちづくりを

進める、についてお聞きいたします。 

  私は、さきの３月議会において志木市の研修

から同質の質問をいたしました。市長は、基

本的に、民間でできることは民間に、職員は

20年後に半分にする、とした答弁をしており

ますが、この基本姿勢を実施に移す計画策定

が必要と思っております。31日、目黒市長は、

長井・南陽・川西・飯豊二市二町合併協議会

の行方について結論を出すため、７月を最終

期限とした私案を述べておりますが、何ら進

展しないばかりか、最近は川西町長のこの枠

組みに対する消極的な発言や、川西町議会の

実態を見る限り、到底合併が成就するとは思

えません。合併後のまちづくりが進められな

いとすれば、早期に合併協議の結論を導き出

すのは至極当然であります。そもそも、二市

二町の基礎的データ等について、３月31日ま

で提出してあるものが、いまだ議会に示され

ないのはなぜか、とりあえず二市二町の生の

データが欲しいのであり、シミュレーション

はその後でいいのであります。まずその作業

を急ぐべきだと私は思います。 

  平成16年５月26日に合併三法が公布されまし

た。現行合併特例法は、平成17年３月31日に

失効します。それまでに市町村合併が十分に

成果を上げられるよう地域自治区、合併特例

区制度の導入や経過措置を講じていくとして

おります。合併は新しいまちづくりの一つの

大きな選択肢でありました。しかし、現実的

にそれが困難であるとするならば、自立によ

るまちづくりを進める以外にありませんし、

そもそも合併をするにしてもしないにしても、

自立計画を持つことはまた当然であり、合併

の可否によって「行財政改革」が左右される

こともあってはならないものだと思います。 

  まず市長に伺いますが、市長は二市二町の合

併協議進展のついてどのような見解を持って

いるか伺いたいと思います。さらに、民間で

できることは民間で、これを実現するために

は、年次別にどこをどのようにどれくらい委

託するかは、業務の棚卸しを行い精査する必

要があると思います。実施時期などについて

現在どのように考えているかお聞かせをいた

だきたいと思います。 

  長井市の行財政改革がスタートしたのは平成

13年度からであります。組織機構の見直しと

相まって、平成12年４月からは、これまで民

間人だった図書館・市民文化会館・学習プラ

ザ・中央公民館の館長に、14年度には勤労セ

ンターの所長にやめていただき、職員を充て

ました。これは少しでも経費を詰めるという

緊急避難的措置のはずで、いつまでもこれを

続けるのは行革の信念に逆行します。至急是

正すべきであります。この際、抜本的改革は

全面委託であり、委託に向けた具体的検討に

入るべきだと思います。また、窓口業務の委

託についてもしかり、委託が難しい場合は行

政パートナーか、あるいは行政サポーター制

度か、いずれにしてもそのような形にすれば

いいと思います。委託できる組織としてＮＰ

Ｏをでも可能ですが、民間組織でも業務執行

に必要な知識を備えていれば十分にこなして

いけると思います。 

＋

  ただ、新規に採用する場合、志木市のように

1.5人の雇用を心がけるべきで、人件費総額は

大幅に抑制しても、雇用機会の創出をする一

石二鳥となる方策をとるべきであります。市

制施行50周年のことし、長井市の未来を描き、
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これを市民に提示することができるならば、

すばらしいプレゼントになると私は思います。 

  公立の保育施設に対する補助金が、一般財源

化の名のもと、大幅に削減されました。民間

施設でないと補助対象にならない現実を直視

しなければなりません。これに関しては、同

僚議員の大道寺議員から質問の予定でありま

すので省きますが、幼保一元化とあわせ改革

していくべきであると思います。 

＋ ＋

  次に、人事院は、とかく批判が高かった公務

員の「特別昇給」について５月１日より全廃

の方針を出し、これを受け総務省は全自治体

に対し廃止を求める方針を決め、市町村に通

知する、とした報道が４月10日前後に出され

ました。毎日新聞の調査では、ことし１月時

点で46都道府県と13政令指定都市で１号俸、

26道県３政令指定都市では２号俸引き上げて

いる、としています。しかし、香川県は昨年

１月から、東京都もことし１月から公務災害

などでの特別昇給を除き、廃止しました。こ

としに入り埼玉県、神奈川県も全廃方針を出

しています。 

  長井市の場合、さきの３月議会でも指摘しま

したが、最高で６号給上げる仕組みになって

います。民間から見ると異常であり、とても

理解できないものであります。これを即刻や

めなければ、幾ら行革をしたといってもその

功績はなくなると思います。即刻やめて、市

役所の常識が世間の常識となるよう改めてい

ただきたいと思います。いかがでしょうか。

市長の答弁をお願いしたいものであります。 

  この項の質問を再度要約いたしますと、 

  ①市長は、合併に関しどのような認識でいる

か。 

  ②長井市の自立計画を策定するため業務の棚

卸しを行い、年次別に委託業務を市民に周知

する。 

  ③図書館・市民文化会館・学習プラザ・中央

公民館・勤労センターなど館長の民間起用を

元の姿にとりあえず戻す。 

  ④サポーターなどの新規雇用は退職職員１名

に対し1.5名の雇用とし、雇用創出に努める。 

  ⑤特別昇給は即刻中止する。 

  以上で、壇上からの質問を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 蒲生議員の質問にお答えをいた

します。 

  まずことしの黒獅子まつりについてでござい

ますが、観光協会のご努力とともに、獅子連

や関係機関のご協力を得て二日制の開催とな

りましたが、二日目の前半はちょっと雨であ

りましたけれども、おかげさまですばらしい

お祭りになったと思っております。 

  また、川西町・飯豊町からも参加をいただき、

黒獅子まつりを大いに盛り上げていただいた

ことに御礼を申し上げたいと思います。 

  迎えの仕方ですが、大町商店街では道先に田

楽提灯を飾って黒獅子を迎えられたと聞いて

おります。また、それぞれの商店街の皆さん

や沿道の方々にも、工夫を凝らしながら黒獅

子まつりを盛り上げようと努力されていると

いうふうに感じます。ことしの場合は二日間

ということで、若干１日当たりの黒獅子の数

が少ないため、あるいは雨のため、間があい

てしまったということもあると思いますが、

二日間のお祭りとして開催するには、このあ

たりをどのように考えていくか、これが課題

だと思っております。 

  議員のご質問のような大型モニターの設置と

いうことでありますが、これは私は黒獅子の

お祭りというのは、やはりふれあいにあると

思いますね。警護の方や振っている方やいろ

いろな方とのふれあい、御神人等、いろいろ

な声がけ等が、これがまた祭りの妙技ではな

いかと思いますし、経費の面からも十分考え

―３０― 
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ていく必要があるのではないかと、モニター

の設置はですね、と思います。 

  黒獅子まつりは長井を代表するお祭りであり

ますので、今後とも観光協会と連携をしなが

ら、よりよいお祭りにしていきたいというふ

うに思っているところであります。 

  次に、市道大石線の道路改良についてであり

ます。山形工科アカデミー短期大学校に通じ

る道路のうちで、山の神橋からの先の道路は、

逆川沿いに非常に狭隘な狭い屈折した道路が

連続しておりまして、車両のすれ違いが困難

なところが多いと。特に冬期間は雪害による

倒木などで危険な状態もあることを十分に承

知しているつもりであります。 

  ご指摘のように、山形工科アカデミー短期大

学校は、当市の産業を支えていただける人材

を育成する上でも重要な教育施設であると考

えておりますし、フル規格の整備は、片方が

山、片方が川ということでありますから、非

常に難しいわけでありますけれども、例えば

このすれ違いの場所をつくるとか、必要な整

備を行っていきたいというふうに思っている

ところであります。今後とも山形県とも調整

を図り、ところどころに待避所を整備する方

法なども含めて検討していきたいと思ってお

ります。なお、この問題につきましては、平

県議会議員も現地調査を地元の建設事務所等

とも引き連れて行っていただいたという報告

がありました。十分に連携をとりながらやっ

ていきたいというふうに思っているところで

あります。 

＋

  次に、これ長井市の未来でありますね。市制

50周年を迎えてですね。これはやはり、一つ

はこれからこういうまちにしようということ

で、基本構想というのを市民の皆さんにまと

めていただきました。「協働・創造・未来の

鼓動実感“ながい”」と。これを具体化一歩

ずつしていくことが一つであります。 

  もう一つは、自立をしていくという。常にど

んなときがあってもということが必要であろ

うと思います。自立計画というのか、自立プ

ランというのであるか、そういうものはこの

18年３月に第一の行財政改革がある程度進み

ますので、その後の重要な検討課題だと。私

としては、ぜひ大綱のようなものはつくって

いきたいというふうに思っております。 

  合併の行方についてでありますが、議員もご

出席いただきました２月の二市二町での合意

は、17年３月までに各町が議会で可決をして、

そして三つのメリットは享受できるように急

ぐという合意であったろうと思います。その

後、南陽の市議会選挙や川西町の町長選挙を

経て、現在なっているわけでありますが、ぜ

ひ議会の皆さんとも連携をとりながらという

ことで特別委員会で申し上げましたけれども、

各町の真意をよく見極めながら、しかし、ず

るずるということにはもういかないだろうと。

17年の３月まで各町の議会に議決をするとい

う約束ができるのか、あるいはやる気がある

のか、この辺を議会の皆さんもぜひ連携をと

りながら議会同士で確めていただきたいわけ

でありますが、首長としても首長同士の真意

を確めながら、しかし、参議院選挙がありま

すし、７月いっぱいあたりをめどにはっきり

しなければいけないのではないかなというふ

うに私は申し上げてまいりました。これをは

っきりした上で次に向かっていった方がすっ

きりするのではないかというふうに私は思っ

ております。 

  業務の棚卸しにつきましては、３月議会の後、

担当課長と担当に志木市の例等もあるので、

それを取り寄せてこの検討はするようにとい

うふうに指示をいたしました。これはやはり

膨大な量なのですね。一応まず総務でやりま

して、それか各課に分配をしてと、それなり

に検討し精査をしていくということでありま
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すので、リストを作成してリストアップをす

ると。年次計画まで立てるというのを今年度

いっぱいかかるのかなという感じを持ってお

ります。しかし、急ぐように指示をいたして

おります。その中で私も民間でできることは

民間でということで、例えば図書館等につい

ては、民間に委託できる、あるいはＮＰＯ法

人等で委託できないのかということを担当課

にも指示を出しておりますが、こういった課

題を整理をしていきたいと思います。 

＋ ＋

  元へ戻すというふうに私は考えておりません。

民間でといっても、教育委員会の方で校長先

生のＯＢの方がなっておられたというのが大

体でありますね。実際に、では事務的な管理

を週３日間のそういう館長業務でできるかと

いうと、それは今の時点で言えば、私はやは

り館長なりはそういう事務の管理もできる者

でなければ、これは名目だけになってしまう

と。緊急避難ということもありましたけれど

も、これもこの際やはり根本的に考えていっ

た方がいいと。どうせやるのはＮＰＯ法人等

がすとんと引き受けてもらえるようにすると

か、その方が私はいいのではないかと。たた、

一つ一つでありますから、これはぜひその辺

のところは早くやれというご叱咤ご叱声は大

変ありがたいわけでありますが、私としても

急げ急げと、事務当局は督励をいたしており

ますけれども、一つ一つやっていきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  特別昇給につきましては、私はちょっと誤解

があるのではないかと。いわゆる退職時の２

号給というのは、１号に長井市はしたわけで

ありますし、私は、みんなが勤続20年で１号

というのも、もう人事院勧告等で廃止すべき

だと。実態はそういう成績のよい人というこ

とでありましたけれども、そうじゃなくて全

員になっているという落差もありますから。

ただ、これについても、組合に交渉に応じる

ようにと総務課長に督励をしておりますし、

組合とも話し合いをしながら、私はこの２号

が１号にされましたけれども、１号も見直し

していくと、撤廃していくというふうにした

いと思っております。 

  早期勧奨退職については、行財政改革の中で

いろいろ議論をいたしましたが、これは民間

の早期退職をなさる場合には、多少のプラス

アルファがあると。これはどこでも私が聞い

たことがあるし、新聞等でも載っているわけ

でありますから、それはやはり１年間でも

1,000万円が、せいぜい５号でも100万円であ

ります。しかも、ことしの３月でも９人早期

の退職勧奨に応じていただきましたし、その

前の年もそうでありますし、これはやはり実

績も上がっていると。全然そういうことをし

ないよりも、長井市の場合には他の市区町村

よりは勧奨退職については実績が上がってい

ると思っておりますから、これは18年の３月

までにはその制度を私は残していきたいと。

ただし、その後につきましては、私も18年の

12月まででありますから、しばるつもりは全

然ありませんので、ぜひいろいろ議会の皆さ

んと新指導者の皆さんでご検討をなさるべき

事項だろうと思っております。 

  以上であります。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 それでは蒲生議員の平山中

道線道路改良についてお答え申し上げます。 

  市道平山中道線のうち、宮原地区担い手育成

基盤整備事業区域内の道路改良工事につきま

しては、平成15年度に延長480メートル、全幅

8.5メートルで完成しました。今年度に残り部

分、中街道線との交差部の改良工事を施工す

る予定であります。 

  また新町川整備につきましては、消流雪用水

導入事業関連工事としまして、同じく昨年度

に市道平山中道線まで延長620メートル完成し
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たことによりまして、旧宮地区一帯の水量不

足を解消することができました。その下流の

整備につきましては、平成７年から８年度に

かけまして、当時下水道課でありますが、公

共下水道汚水管路敷設工事にあわせまして、

地元中道地区の要望に答える形で、新町川を

暗渠構造として整備しまして、市道石橋中道

線の拡幅を図ったところであります。 

  議員のご指摘の上流部分、延長160メートル

になるわけですけれども、同様に暗渠構造で

整備するよう地元から要望を受けていたとこ

ろです。 

  しかし、隣接する関係者からは、拡幅する整

備に当たっては、新たに用地を購入して今ま

でどおり流れが見える開渠で整備するよう要

望があったことによりまして、地区長さんを

通しまして中道地区として要望を一本化して

いただくよう調整を図っていただいておりま

す。 

  ご指摘の路線は、道路改良済み区間から極端

に現道幅員が狭くなっていることもありまし

て、同じ拡幅は困難でありますが、生活道路

としての拡幅は必要であると認識しておりま

す。中道地区の要望を再確認させていただき

まして、新町川の整備とあわせまして財政再

建後の整備区間として計画していきたいと考

えております。よろしくお願いいたします。 

＋

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 １番目の問題について、

市長答弁者ということにしてありますが、細

かい反省点は商工観光課長が多分ご存じだと

思います。でありますので、商工観光課長に

どのような反省を自身で考えていらっしゃる

のか。ここにありませんけれども、議長の許

可を得て、商工観光課長の答弁をお願いした

いなというふうに思います。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 蒲生議員のご質問にお

答え申し上げます。 

  ことしの黒獅子まつり、ご案内のように二日

間という開催で、大変盛り上げていただいた

ところでございます。二日目がちょっと雨と

いうことで、若干残念だったわけでございま

すが、全体としても大変いいお祭りだったな

というふうに感じているところでございます。 

  ただ、幾つかやはり私なりの反省点もござい

ます。やはり先ほど蒲生議員のご指摘もあり

ますとおり、どうしても獅子と獅子の間があ

くと。その部分をどのようにお祭りとして盛

り上げていけばいいのかというふうなところ

は、やはり課題だなというふうに感じるとこ

ろでございます。 

  あと、もう一つは、従来でございますと、第

２庁舎の西側の駐車場が舞台でございまして、

そちらに行くということで、市役所から人の

流れが全体として大きく続いておりましたが、

ことしは長井小学校に舞台を設置したという

ことで、どうしても人がばらけてしまったと

いうふうなところがあると思います。その辺

の会場の飾りつけとか演出の方法については、

やはりもっと工夫が必要だなというふうに感

じたところでございます。 

  あと、商店街の方々につきましては、それぞ

れ皆様方できる範囲でご努力されているとい

うふうに、私はとらえているところでござい

ます。十分ではないというふうなご指摘も、

一部真摯に受けとめながら、商店街の皆様の

ご協力をもっといただけるように、私どもと

しても機会がございましたらお話をさせてい

ただきたいというふうに思っているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 まず最初に黒獅子の関係

を終わらせたいといいますか、やりますが、

体験コーナーというのがありましたね。行衣

―３３― 



 

＋

を着て獅子舞いの体験ができますよと。これ

何人来ました。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  たしか１日目が４人だったというふうに記憶

しておりますが、私の記憶の範囲でございま

すので、多分４人だったというふうにお聞き

しております。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 関心がないのではなくて、

やはりＰＲといいますか、啓蒙が足りないの

ではないのかなと私は思うのですよね。私も

結局４人しか来なかったというふうにお聞き

しているのですけれども、これせっかくそう

いうふうに企画をして、結局３人とか４人と

かしか来ないということであれば、これはち

ょっと物足りないですよね。これだけではな

いですけれども。 

＋ ＋

  それから、今回この黒獅子まつりの、いわゆ

る経済効果というのは初めから予測したもの

ですか。それとも経済の点は全く関係ないと

お前たちが出ればいいんだということになっ

てしたものですか。その点はいかがですか。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 確かに経済効果を算定

するというのは大切なことだというふうには

考えておりますが、具体的に数字として計算

をしたものはございません。ただ、市外から

の入り込み数なり各商店での売り上げなどの

増加もございますので、そういった面とか、

あと、具体的に数字としてあらわれないいろ

いろな面での経済効果は十分あるものだとい

うふうには考えております。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 いわゆる無形効果だ。で

も、経済効果を全然省みないでイベントをぶ

つ人ってそうはいないと思うんですよ、私は。

市長にお伺いしますけれども、ニセコ町では

観光協会を株式会社にしていると。なぜそん

なことをやるのですか。これはある種のねら

いがあるわけですよね。まずその点一つね。 

  それから、もう一つ。こういう黒獅子まつり

単品でボロンとあるのではなくて、今回あや

め祭りと、それから飯豊のゆり園ですね。こ

れをセットにして売ろうというのが新聞記事

にありましたけれども、もうちょっと複合的

にイベントを組み合わせていく。例えばこん

な声もある。わらび狩りツアーと組めないか

とか。いいかどうかわからないですよ。そう

いうのがあるのですね。こういうことについ

ては市長はどう考えているのですか。観光協

会のあり方とこの点ですね。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 観光協会をどうしようかという

ことについては、各町ごとに検討なされてお

ると思います。株式会社というのが適当かど

うかも含めて検討事項だよと。これは商工観

光課にも、それからそういう話があるよと、

観光協会も。従来のように、市から金が来な

いからできないのだと、こういう話だけでは

委託金が少ないから、減ったからという話だ

けではだめだよと。やはりそれなりに自立し

て、そして的確な観光ができるように、おの

おの自主的に改革をしなければいけないと思

うよと。各地ではこういうのがあるよという

ふうに申し上げてまいりました。なお、それ

は検討していかなければいけない課題だと私

は思っております。 

  それから、いろいろな祭りとの組み合わせは、

やはりそれなりにツアーですね。それを提携

できるところは提携した方がいいと。当然今

度のゆり祭りとも提携して、若干ですが料金

も安くなると。そしてパンフレット等も出し

て、こういうふうにいけるのだと。こっちか

らも来れるのだというふうな案内もしている

わけでありますから、こういうあれとは提携
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できるところはどんどん提携すべきだと私は

思います。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 結局これについて11項目

ぐらい私感じたことを列挙していますので、

これから言いますから、ぜひ検討していただ

きたいなと思います。 

  まずかがり火とか御神燈の問題ですね。総宮

神社の例大祭では、さっき市長からありまし

たように、大町商店街でお獅子様を迎えると

いうので、大変幻想的な世界を醸し出してお

ります。ああいう世界が今回の黒獅子まつり

に総体的にあったならば、これはすばらしい

ものになったのではないかというふうに思っ

ておりましたので、ぜひこれを来年のお祭り

に反映していただきたい。 

  また、この黒獅子にまつわる資料の展示など

も、例えばどこが適当だかわかりませんが、

ちょうどダイエーの店舗を一時お借りして、

その１階フロアにそういったものをしてみる

とかですね。これは日中ですよ。それから、

歩行者天国にして、日中子供のイベントをい

れるだとか。そうしますと、終日黒獅子とい

うことになっていくんじゃないかなと思いま

す。タスパークホテルに確認しましたところ、

これによる宿泊の効果はなかったということ

で、経済的波及効果については私は極めて希

薄なイベントになってしまったのではないか

というふうに、商工観光課長は数字では言い

あらわせないものがあるとおっしゃっていま

すが、やはり付加価値をつけるという点でも

っと努力をしていくべきだというふうに思い

ます。中央十字路あたりは、三方から獅子が

来ますものですから、非常に舞いを舞うには

広場が狭くなったと。例えば、障害を持った

方を、お年寄りですよ、その獅子の舞いを見

に行こうとしても連れて行けない。障害者の

見る席がない。これはちょっとやさしさに欠

けるのではないかということが具体的意見と

して出ております。 

  それから、30日は大雨が降りましたね。ちょ

うど５時半から６時ごろ。役員のテントはあ

るのに、見物客は雨をよけようがないという

のが出ているのですよ、やはり。これは全体

の見物客を全部収容するとなんてことはあり

得ません。あり得ませんが、そういうことも

出ている。 

  新庄祭り、これは金曜日の午後、学校を休み

にしてイベントに参加しているということも

聞きました。やはり一つのお祭りを盛り上げ

るということは、そこまで市が一体となって

やっていかないとなかなか難しいのではない

かと、このように思いますので、ぜひこの点

を次年度の検討課題として考慮していただき

たいということを申し上げておきたいと思い

ます。 

  次に、道路の問題ですが、大石線について建

設課長から何もなかったのですけれども、い

わゆる1,250メーターの県道が一部入った形で

今はなっていまして、県の担当も現状を見に

来て、案内したわけですね。これはどんなこ

とを担当者は言ったわけですか。何も言わず

に、ほうだかと言って帰ったわけですか、こ

れは。その点はいかがですか。 

＋

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  先日山形県西置賜道路計画課長と、それから

平県議と同行しまして、先ほど申しました山

の神橋から工科アカデミーまで現地を踏査さ

せていただきました。あそこには、県道名で

いきますと米沢・南陽・白鷹線の一部が大石

線を通っております。これを把握している県

の職員も余りおらないということで、まず場

所を認識していただいたと。現状を認識いた

だいたということで、課長の方も初めて現場

を見た感じで、改めて県の管理道路課という
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ようなところでびっくりしていたようであり

ます。幅員が狭いということも認識しました

ので、今後、先ほど市長が答弁しましたよう

に整備する方向で検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 その整備の手法なのです

が、どういうふうに整備するということにな

るわけですか。一番現実的な可能性のある方

法としては。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

＋ ＋

  昨年度ですが、道路構造令の改正がありまし

て、ローカルルールが基準化されました。そ

れは1.5車線などもローカルルールの一つであ

ります。つまり、今までは２車線というのが

最低のルールでありましたが、1.5車線ですか

ら、必要な場所に退避所を設けるような1.5車

線ルールも認められましたので、そういった

退避所を設けるような整備手法を知り入れて

整備を図りたいと。例えば補助事業になりま

すと、ビー・バイ・シー、費用対効果という

のが求められますので、交通量が数十台程度

でありますと、なかなか補助事業のレベルに

は上がってこないということで、単独事業の

方向で整備するほかしかないというようなこ

とで、最小限の経費で最大限の効果を上げる

方法を考えていきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 そうですよね。２車線に

なんてもちろん不可能だと思いますし、現状

を考えれば退避所をつくって、少なくとも交

通の障害にならない程度で考えるしかないの

かなと私も思います。ですので、これを道路

構造からしてどの程度の待避所ができるか私

はわかりませんけれども、ぜひ具体的に進め

ていっていただきたいなと思います。 

  結局あそこの学校の経営に深くかかわってい

る市内の業者さんは、かなりの自費を投じて

おることは確かであります。そういったこと

も含めて、長井市も何もしていないというわ

けではありませんで、今までもやれることは

やってきたわけですが、ぜひこれも検討の二

人三脚で改善していただくように努力をして

いただきたいなと思います。 

  平山中道線について、いわゆる暗渠、明渠に

なって残ってしまったですね。160メーターと

いうふうにおっしゃっていました。これはな

ぜあそこだけ残ったことになりました。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  さっきも若干触れましたのですが、当時汚水

管路敷設工事をその先の部分でやっていた関

係で、当然掘削して整備するときに、水路が

ついても非常に狭い部分でありますので、そ

こだけを暗渠構造にして広くしていただきた

いというような地元要望があったということ

で、急遽そこの部分だけを暗渠構造として確

保したというふうに伺っております。その先

については、当時はそこまでは計画していな

かったというようなことでありました。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 その先については、要望

も何もなかったからしなかったということで

すか。しなかったのですか、できなかったの

ですか。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 当時のことを詳細に覚えて

いる方が中におりませんが、地元の要望では、

その施工区間、汚水管路工事の施工区間の暗

渠を要望されたというふうに伺っております。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 
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○９番 蒲生光男議員 私が聞いていたのとはち

ょっと違うようなところもあるのですが、い

ずれにしても、要望が暗渠と明渠という相反

する、相対することが出ているわけですから、

個々の話し合いをしていただいて、どういう

方向の整備計画ができるのか進めていってい

ただきたいと思いますし、一部東金工業さん

のところが、ちょっと狭くなるわけですね。

これはこっちの160メーターの川の改修が済ん

でも、あそこの部分は残るわけですよ。これ

については、今どのようなことになると想定

していらっしゃいますか。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  先ほどお話ししました160メーター部分を拡

幅しても、今議員からご指摘ありましたよう

に、東金工業の部分が旧態依然の拡幅であり

まして、非常に危険な状態になります。当然、

東金工業部分についても、最低限の確保は必

要だと思っております。本邸まで移設するよ

うな整備はちょっと難しいのですが、下屋等

が出ている部分を何とか拡幅できればという

ふうに、今のところは考えております。東金

工業さんには、その辺の話はまだ詰めており

ませんが、今後計画していきたいというふう

に考えます。 

＋

  以上です。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 自立計画の関係で市長に

お伺いいたしますが、大綱令はつくりたいと

いうふうにおっしゃっておられますが、私は

市制執行50周年ということで、11月３日の文

化の日に記念式典等々について行いたいと。

あるいは第九を歌おうということで予算化さ

れて、子供将棋大会なども計画されておりま

すが、これは言ってみれば最低限度のイベン

トになっているわけですね。ですから、合併

の問題もありますし、さまざまありますが、

フラワー長井線の問題だってけりをつけなけ

ればいけないというさまざまな、50周年とい

うこの節目の年に長井市がやはり英断をして

いかなければいけない課題がごろごろしてい

ると思うのですよね。 

  これから長井市はこういう方向で進むんだと

いうことが市民の皆さんが描けるように、や

はりことし１年本当に精力的にそれらの課題

について解決するための方策を練っていかな

ければいけないと思うのですよ。特に長井市

の自立ということ、長井市のまちづくりの未

来ということについては、非常に大きい課題

だと思いますから、大綱をつくってというこ

となんでしょうけれども、具体的に志木市の

場合だと、もうこういうやり方でやったとい

う説明を受けたじゃないですか。そして、そ

のときの資料ももらってきているわけですね。

だからあえて取り寄せる必要もないと思うの

ですよ、私は。そういうことを考えますと、

長井市の場合、どういう方向でできるのかと

いうことについて、具体的に検討に入ってい

くべきではないのかなと思いますが、いかが

でしょうか。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 基本的に自立をしていかなけれ

ばいけない。ここは私は蒲生議員と同じ、ご

指摘のとおりだと思います。そして、そのた

めに民間でできることは民間にしていただい

て、民間の雇用をつくると。そして行政はス

リム化をしていくという方向にしなければい

けないと。 

  しかし、私は志木市をご一緒にお聞きしたわ

ですが、相当精力的におやりになられている

例もあるわけですが、しかし、若干環境の違

いもあるだろうと思いますね。それから、今

までの感覚の違いもあるだろうと思います。

やはりそれは全体を、あれだって志木市がや

ったから全部そのままというふうにもいかな
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いところもあると思いますから、各課でもや

はり検討する、行財政改革委員会でも検討す

る、行財政改革推進本部でも検討するという

ようなところをかけても、17年度、18年の３

月31日まで今の行財政改革の方針をさらに決

定する仕事があるわけですから、それは基本

的にしっかりと検討していくということにな

るのではないかというふうに思います。 

  私は議員と同じように急げと急げと言うのは

もちろんでありますが、ついてくる方はなか

なか、もう少ししっかりと時間をかけてと、

こういう意見もありますので、その辺のとこ

ろは議員と一緒に、急ぐように努力をしたい

というふうに思います。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

＋ ＋

○９番 蒲生光男議員 埼玉県の羽生市議会は、

３年後の議員の改選の選挙時に、現行定数23

名の議会定数を16名にするという議決をした

わけですね。どうもその背景を探ってみます

と、今まで進んできた合併協議がうまく進ま

なくなったというのが背景にあるというふう

に書いています。きょうあたりインターネッ

トでいろいろ調べますと、また別な角度で任

意協議会の話が出ていたりしますのですが、

しかし、議会としては議会の機能を最小限度

残せる、そしてその定数はどうあるべきかと

いう角度から検討して、結果的に７人を減ら

して16人にしたと。だから、人口規模で言う

と、最小の議員の構成になるのですよ。その

ぐらいの覚悟を議会もしなければいけないと

いうことですね。 

  ある議員は、羽生市のですよ、ホームページ

の中に、市議会議員定数削減は賛成多数で可

決をしたと。次の一般選挙は定数16人になり

ます。この数は新聞報道にもありましたが、

全国で最小と言えます。単独で進まざるを得

ない羽生市の生き残りの覚悟のほどが、議会

人としては精いっぱいの表明と言えるでしょ

うとか、いろいろ書いてあります。議会の側

からすれば、この全国最小の定数を可決する

ことによって、執行部側へ事務的経費と言っ

ている人件費や公債費の削減を一層進めるよ

うに、大きなプレッシャーをかけたと思われ

ますとも述べているわけですね。全会一致で

はなかったということなのですが、いわゆる

合併によるまちづくりというのは、一つの大

きい選択肢ですが、それがなかなか進まない

ということになりますと、思い切った決断が

必要になってくるということは、私は当然だ

と思います。 

  そんなこともあって、長井市では、人材の研

修ということで、石川県の羽咋市の方に人を

研修に出そうという動きがあったのですが、

研修で出すという経費のかけ方よりは、講師

を招いていろいろ広く聞いてみようというこ

とになりまして、５月の27日でしたか、たし

か27日だったと思いますが、補佐以上の方、

午前午後に分けて研修をなさったわけですね。

私どもの会派から大道寺議員も参加させてい

ただきましたけれども。 

  この羽咋市の研修、人事管理制度が主だった

というふうに伺っておりますが、市長は出ら

れたのですか。市長の所見は、どのように感

想をお持ちなられたのかですね。それから、

今回の仕掛人は助役であったわけですが、助

役と総務課長と財政課長あたりですね、参加

して受けた感想を、ぜひこの際お聞かせいた

だきたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご指摘のように、私も参加をさ

せていただきました。この羽咋市でやってお

られたことの、細かなことは助役以下理解を

したと思いますが、大変勉強になったと思い

ます。私自身も、これはできれば17年の４月

あたりからまずやってみると。そして、足り

ないところは直していけばいいと。まずやっ

―３８― 

＋



 

てみることが必要なのではないかというふう

に申し上げてまいりましたし、その感を深く

いたしました。 

○鈴木良雄議長 長谷部宇一助役。 

○長谷部宇一助役 お答え申し上げます。 

  とらえ方は人それぞれ違うと思いますけれど

も、大変私どもも、これからやるとする長井

市としては大変参考になりました。特にやは

り、やる羽咋市の環境というものの整備とい

うことがやはり大事にとられておりましたの

で、そのことも十分私どもも参考していきた

いと思います。 

  ただ、１年でなったわけでないので、そうい

った経過も踏まえながら私どもも取り組んで

いきたいと思っております。 

○鈴木良雄議長 佐藤 仁総務課長。 

○佐藤 仁総務課長 お答えします。 

  今回の研修は総務課の方で主催いたしまして、

羽咋市の岩城市長公設秘書さんに来ていただ

いたわけでございますけれども、今年度の課

題になっております給与制度の見直し、そう

いった観点から、我々職員自体が少し勉強さ

せていただこうということでお話をお伺いい

たしました。 

＋

  羽咋市さんは、人口が２万6,000人ぐらいの

市というふうにお聞きしておりますが、今回

の人事管理関係の進め方につきましては、職

員ともいろいろそういう協議を重ねながら、

少しずつやってきたんだというふうなお話で

ございました。 

  そのお話をお伺いいたしまして、確かにすば

らしいことだなというふうに思いましたけれ

ども、我々の方でも当然取り組むべき事項だ

というふうに思いながらも、一朝一夕にはで

きないと。少しずつ、ただ始めなければ、動

かなければ進めませんので、始めることから、

着手することが大切だというふうなことで、

最初から100％の完成度は望めないかと思いま

すが、少しずつ改善していけるような、そう

いったご示唆をいただいたというふうに思っ

ているところでございます。 

○鈴木良雄議長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えします。 

  研修を受けさせていただいた感想というふう

なことでございますけれども、まず一番肝心

なことは、課題を明確にするというふうなこ

とが第１点挙げられるかと思います。その課

題に向けて、いつまでに、どういうふうな過

程を踏んで明確にその目標を達成するのかと

いうふうなことを、具体的に例えば数値化す

るなりして、その目標の実行、それから経過

の過程管理、こういったものが大切だという

ふうに認識したところでございます。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 時間もそろそろですので。

いみじくも最後に財政課長からありましたよ

うに、計画というのはいつまでに、何を、ど

のようにやるかということを明示することだ

というふうに言われましたが、例えば大道寺

議員から後で出てくるかもしれませんが、い

わゆる実施計画書というふうになっているも

のが、いつまで、どのようにするかというこ

とが全然明示されていない計画書があるわけ

ですね。そういったものについても、いわゆ

る科学的な手法ということで、それが実施時

期であるとか、あるいは期待する交換会であ

るとか、そういったものを目標値を明示する

というのが計画の大事な部分であります。も

っと言うと、実施計画というには、やれたら

やろうという余地を残してはならないという

言葉もあるのですよ。ぜひあいまいなものに

しないではっきりして、はっきりすればだれ

がやらなかったのか、なぜやらなかったのか、

あるいはまた、やろうとしてもできなかった

のか、その原因がわかりますよね。原因がわ
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かれば対策も打てるはずです。ぜひそのよう

に進めていただきたいと思います。 

  始めなければ始まらないという言葉がありま

すが、今まさに長井市はこの自立計画、長井

市の自立ということに向けて、大いに歩を踏

み出す時期だと私は思いますので、ことし１

年間かけて、議会も当然でありますが、当局

の皆様におかれましては、ぜひそういった視

点で進めていただくようにお願いをしたいと

思います。 

＋ ＋

  ちなみに羽咋市の市長は、市長になる前は新

聞記者だったそうです。これは一昨年だかの

地方自治経営学会に私が参加させていただい

たときに、羽咋市の市長が、いわゆる羽咋市

の取り組み、人事管理制度を主とした羽咋市

の行革の取り組みについて、詳細な報告があ

ったのですよ。ぜひ羽咋市にもお邪魔してみ

たいなと私は思っておったわけですが、今回

そういう機会をつくっていただいたというこ

とは、大変よかったなと思います。今後のま

すますの取り組みの進展についてご期待申し

上げながら、私の質問を終了したいと思いま

す。 

 

 

  髙橋孝夫議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 次に、順位２番、議席番号11番、

髙橋孝夫議員。 

   （11番髙橋孝夫議員登壇）（拍手） 

○１１番 髙橋孝夫議員 おはようございます。 

  私は、健全な市政運営と市民生活の向上を願

いながら一般質問を行います。 

  通告をしております３点について順次質問申

し上げますので、簡潔で明解な答弁をいただ

きますようにお願いをしておきたいと思いま

す。 

  質問の第１は、斎場運営のあり方についてで

す。長井市の斎場業務については、本年度か

ら社団法人長井・西置賜地域シルバー人材セ

ンターが業務を受託することになりました。

いただきました「長井市緑が丘斎場業務委託

契約書」によりますと、委託期間は平成16年

４月１日から平成17年２月28日までの11カ月

間、委託料は、11カ月間で630万9,660円とい

うことであります。 

  私は、以前からこの委託は問題があると申し

上げてまいりましたし、その都度質問をさせ

ていただいています。今回は４点についてお

伺いをしたいと思います。 

  第１点は、委託先である社団法人長井・西置

賜地域シルバー人材センターは、果たして受

託者として適正かという点についてです。 

  シルバー人材センターの業務の規定は、法律

では「高齢者等の雇用の安定等に関する法

律」この第42条で以下のように規定をされて

います。「シルバー人材センターは、前条第

１項の規定にかかる区域（以下「センターの

指定区域」という）において、次に掲げる業

務を行うものとする。 

  一 臨時的かつ短期的な就業（雇用によるも

のを除く）またはその他の軽易な業務にかか

る就業（雇用によるものを除く）を希望する

高年齢退職者のために、これらの就業の機会

を確保し、及び組織的に提供すること 

  二 臨時的かつ短期的な雇用による就業また

はその他の軽易な業務に係る就業、これを希

望する高年齢退職者のために、無料の職業紹

介を行うこと 

  三 高年齢退職者に対し、臨時的かつ短期的

な就業及びその他の軽易な業務に係る就業に

必要な知識及び技能の付与を目的とした講習

を行うこと 

  四 前３号に掲げるもののほか、高年齢退職

者のための臨時的かつ短期的な就業及びその
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